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毎月20日は『ふれあい教育の日』 大
人
と

子
ど
も
が 

共
に
学
び
あ
う
町

世
界
へ
漕
ぎ
出
す
知
恵
の
波
が
満
ち
る

　
　
　
　

十
符
ヶ
浦
の
よ
う
な　

か
し
こ
い
野
辺
地
っ
子

時
代
の
流
れ
を
変
え
つ
つ
涸
れ
る
こ
と
の
な
い

　
　
　
　

野
辺
地
川
の
よ
う
な　

し
な
や
か
な
野
辺
地
っ
子

季
節
の
彩
り
を
楽
し
ま
せ
心
を
和
ま
せ
る

　
　
　
　

愛
宕
山
の
よ
う
な　

や
さ
し
い
野
辺
地
っ
子

風
雪
に
負
け
る
こ
と
な
く
ど
っ
し
り
と
し
た

　
　
　
　

烏
帽
子
岳
の
よ
う
な　

た
く
ま
し
い
野
辺
地
っ
子
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学 
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力

地 

域 

力

こ
ん
な
子
ど
も
に
育
て
た
い
！

　

生
き
る
力
・
は
た
ら
く
力
と
は
、
社
会
や

個
人
の
生
活
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め

に
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
生
活
に
幅
広
く
生
か

し
て
い
く
力
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
力
は
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
教
育
を
通
し
て
培
わ
れ
る
も

の
で
す
。

　

野
辺
地
の
子
ど
も
た
ち
が
、
知
識
や
技
能

を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
、
健
康
で
勤
勉
に

働
き
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
も
っ
て
人
と

交
わ
り
、
将
来
に
向
け
て
夢
や
希
望
を
切
り

拓
き
、
自
他
の
幸
せ
の
た
め
に
活
躍
す
る
人

に
成
長
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
基

本
目
標
の
一
つ
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
家
族
や
地
域
に
温
か
く
見

守
ら
れ
、
健
全
に
育
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
中
で
豊
か
な
心
を
持
ち
、
人

や
家
族
を
愛
し
、
野
辺
地
町
の
自
然
や
地
域

を
大
切
に
思
う
心
が
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

野
辺
地
町
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た

り
、
い
つ
、
ど
こ
で
生
活
し
て
も
家
族
と
郷

土
を
思
い
、
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
人
づ
く
り
が
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
。

　

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
、
基
本
目
標
の
二
つ
目
と
い
た
し

ま
し
た
。

「
生
き
る
力
・
は
た
ら
く
力
」

 

を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
の
育
成

「
人
や
家
族
を
愛
し
、
自
然
や
郷
土
」

 

を
大
切
に
す
る
子
ど
も
の
育
成

で
子
ど
も
を
育
て
よ
う



のへじの教育　　　

毎月20日は『ふれあい教育の日』

笑顔あふれるまち　のへじ （2）

学
校
教
育

社
会
教
育

平成23年度野辺地町教育の座標軸

個
を
生
か
し
生
き
る
力
と
夢
を
育
む
学
校
教
育

一
人
ひ
と
り
の
学
習
と
社
会
参
加
を
実
現
す
る
社
会
教
育

　

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
教
育
は
人
づ

く
り
と
い
う
視
点
に
た
ち
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
学

校
教
育
の
推
進
に
努
め
る
。

か
し
こ
い
野
辺
地
っ
子
を
育
む
教
育

・
確
か
な
学
力
の
育
成

・
社
会
に
目
を
向
け
学
び
を
深
め
る
教
育
の
推
進

し
な
や
か
で
や
さ
し
い
野
辺
地
っ
子
を
育
む
教
育

・
人
と
し
て
の
生
き
方
を
学
ぶ
教
育
の
推
進

・
不
登
校
児
童
、
生
徒
及
び
い
じ
め
へ
の
対
応

た
く
ま
し
い
野
辺
地
っ
子
を
育
む
教
育

・
食
教
育
と
保
健
教
育
の
充
実

豊
か
な
心
と
身
体
を
支
え
る
教
育
環
境
の
充
実

・
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

・
各
校
種
間
の
連
携

・
安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り

・
教
職
員
の
子
ど
も
を
支
え
る
力
、
導
く
力
の
向
上

・
心
豊
か
な
人
づ
く
り
に
取
り
組
み
行
動
す
る
教
育
委
員
会

学
校
教
育
を
支
え
る
主
要
事
業

★
ふ
れ
あ
い
教
育
の
日
啓
発
事
業　
　

★
教
職
員
ふ
る
さ
と
研
修
実
施

★
教
育
長
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
開
催　
　

★
小
・
中
学
校
連
携
事
業

★
町
内
音
楽
交
歓
会
開
催　
　

★
中
学
校
理
科
教
育
支
援
員
配
置　
　

★
外
国
語
指
導
助
手
の
配
置　
　

★
の
へ
じ
の
昔
っ
こ
読
み
聞
か
せ

★
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置　
　

★
社
会
科
副
読
本
刊
行

★
職
場
体
験
事
業
の
支
援　
　

★
重
度
障
害
者
通
学
支
援
事
業

★
中
学
校
新
改
築
事
業　
　

★
小
学
校
改
修
計
画
策
定

★
給
食
の
充
実
・
愛
情
弁
当
の
日
制
定　
　

★
学
童
ス
キ
ー
大
会
開
催　

★
作
品
展
の
開
催　
　

★
教
材
備
品
の
整
備

　

事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課　

☎
（
64
）
２
１
１
９

　

国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
な
ど
激
動
す
る
社
会
に
対
応
し
、
自
ら
学
び
社
会
参
加
に
よ

り
心
の
触
れ
合
い
を
深
め
、生
き
が
い
の
あ
る
生
活
と
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

社
会
教
育
諸
条
件
の
整
備
充
実
を
図
り
、
総
合
的
な
社
会
教
育
の
推
進
に
努
め
る
。

幼
児
か
ら
成
人
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
主
要
事
業

★
青
少
年
教
育
推
進
事
業
（
若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ふ
れ
あ
い
通
学
合
宿
）

★
つ
な
が
り
あ
い
支
え
あ
い
家
庭
教
育
応
援
事
業
（
６
月
～
12
月
）

★
川
柳
・
俳
句
大
会
の
開
催
（
11
月
）

★
郷
土
歴
史
昔
話
の
伝
承

★
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
生
息
域
の
保
護
と
観
察
会
事
業
（
７
月
）

★
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
（
12
月
）

★
中
学
生
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
開
催
（
10
月
）

★
み
ん
な
の
教
室
開
催
（
５
月
～
10
月
）

★
文
化
祭
開
催
（
10
月
22
日
～
23
日
、
11
月
４
日
～
６
日
）

★
の
へ
じ
カ
ル
タ
大
会
開
催
（
１
月
）

★
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
（
７
月
～
８
月
）

★
生
涯
学
習
大
学
開
催
（
７
月
～
12
月
）

★
板
状
立
脚
土
偶
づ
く
り
体
験
事
業
（
８
月
）

★
文
化
少
年
団
活
動
支
援
（
６
月
～
12
月
）

★
伝
統
芸
能
や
技
術
の
継
承
事
業

★
健
康
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
（
９
月
１
日
～
３
月
中
旬
）

★
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
支
援

★
河
童
水
泳
大
会
開
催
（
10
月
）

★
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
・
支
援

★
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
（
５
月
）

参
加
希
望
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

・
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
（
64
）
２
１
１
９

・
中
央
公
民
館　
　
　
　
　

☎
（
64
）
３
０
５
４

・
図
書
館　
　
　
　
　
　
　

☎
（
64
）
２
１
９
５

・
歴
史
民
俗
資
料
館　
　
　

☎
（
64
）
９
４
９
４

・
温
水
プ
ー
ル　
　
　
　
　

☎
（
64
）
９
７
７
７

野高生による出前授業

ふれあい通学合宿トランポリン教室

町内音楽交歓会



　　　のへじの教育

毎月20日は『ふれあい教育の日』

笑顔あふれるまち　のへじ（3）

平成23年度 町教育予算の概要をお知らせします

【教育総務費】
　スクールバス運転業務委託料　� 3,500千円
　子どもたちの英会話能力向上支援業務委託料　� 4,987千円
　町教育振興会補助金　� 1,060千円
　幼稚園就園奨励費補助金　� 8,000千円
　児童生徒用コンピュータ維持費　� 9,130千円

【小学校費】
　教材備品等購入費（一般）　� 2,973千円
　スクールサポーター賃金（5人）　� 6,870千円
　社会科副読本印刷費　� 3,575千円
　クロカンスキー用具購入費　� 2,125千円
　教材備品等購入費（エネルギー教育用）　� 2,152千円
　教材備品等購入費（理科教育用）　� 4,000千円
　準要保護児童就学援助費補助金　� 3,332千円
　遊具・消防設備等修繕料　� 1,869千円
　野小地デジアンテナ改修・若小床タイル改修費　� 1,430千円

【中学校費】
　教材備品等購入費（一般）　� 3,182千円
　スクールサポーター賃金（3人）　� 4,122千円
　理科教育支援員賃金　� 1,287千円
　教材備品等購入費（理科教育用）　� 1,498千円
　準要保護児童就学援助費補助金　� 3,869千円
　大会派遣費補助金　� 2,600千円
　浄化槽等各種設備保守点検料　� 4,051千円
　校舎等改築実施設計・地質調査委託費　� 70,895千円

【社会教育費】
　板状立脚土偶づくり体験事業　� 36千円
　町民スポーツフェスティバル開催費　� � 64千円
　ハッチョウトンボ保護費　� 20千円
　フォトコンテスト・フォトカレンダー作成費　� 311千円
　家庭教育支援事業（講座開設）　� 144千円
　中学生ウルトラクイズ開催費　� 20千円
　若者フォーラム開催費　� 45千円
　ふれあい通学合宿開催費　� 121千円
　社会教育団体補助金　� 431千円
　成人式開催費　� 380千円
　中央公民館電子ピアノ購入費　� 109千円
　図書館システム構築事業委託料　� 420千円
　ブックスタート事業費　� 1,039千円
　野辺地の歴史と文化財編集事業　� 834千円
　行在所改修記念特別展開催費　� 148千円
　一里塚・藩境塚案内板制作費　� 498千円
　文化表彰� 122千円
　社会教育施設修繕� 2,195千円

【保健体育費】
　水泳教室開催費　� 290千円
　トランポリン教室開催費　� 31千円
　ウォーターマラソン開催費　� 42千円
　体育団体補助金　� 1,861千円
　スポーツカレンダー発行� 49千円
　スポーツ表彰� 450千円
　社会体育施設修繕� 2,000千円

＜児童・生徒一人に使われる教育費＞
人数 一人当たりの額

小学校 706人 127,867円
中学校 370人 333,932円
※人数は23年4月1日現在の児童生徒数

＜一般会計に占める教育費の状況＞ ＜教育費予算の内訳＞

民生費
17.76億円

その他
15.3億円

教育費
5.69億円

総務費 7.6億円
衛生費
11.61億円

総 額
57.96億円

教育総務費
1.09億円保健体育費

1.49億円

小学校費
0.9億円

社会教育費
0.97億円 中学校費 1.24億円

教育費
5.69億円

野辺地中学校新改築！目指します！
笑顔あふれる明るい学校　　　　心豊かな生徒の自立を支援する学校

文武両道を目指す学校　　　　家庭・地域と連携した学校
安全・安心・健康で快適に過ごせる学校

　

野
辺
地
中
学
校
は
昭
和
22
年
に
開

校
し
、
昭
和
42
年
に
現
在
の
校
舎
が

新
築
さ
れ
、
平
成
元
年
に
は
現
在
の

講
堂
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

な
ど
の
教
訓
か
ら
「
建
築
物
の
耐
震

改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
当
町
で
は
平
成
20
年
、
22

年
に
野
辺
地
中
学
校
の
耐
震
、
耐
力

度
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
校
舎
は
新
改
築
し
、
新
耐

震
構
造
の
講
堂
は
既
存
の
ま
ま
使
用

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
ま
ず
行
政
職
員
で
基
本

構
想
案
を
作
成
し
、
続
い
て
昨
年
は

学
校
教
職
員
と
保
護
者
代
表
に
よ
る

改
築
事
業
基
本
構
想
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
校
舎
は
現
在
の
講

堂
へ
連
結
さ
せ
る
、
現
有
地
は
昔
か

ら
教
育
の
地
（
弘
大
教
育
学
部
）
と

し
て
馴
染
み
が
あ
る
、
商
店
街
活
性

化
の
資
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
在
地
に
建
設
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
教
育
環
境

維
持
の
た
め
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
は
建

設
し
な
い
で
現
有
校
舎
を
利
用
し
な

が
ら
、
校
舎
南
西
部
に
新
校
舎
を
建

設
し
、
講
堂
と
連
結
す
る
、
ま
た
、

現
在
の
武
道
場
と
プ
ー
ル
は
解
体

し
、
武
道
場
を
新
築
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
一
周
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
実
施
設
計
を
行
い
、
早
け

れ
ば
来
年
度
以
降
に
工
事
に
入
る
計

画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

配
　
置
　
計
　
画
　
図
（
案
）



のへじの教育　　　

毎月20日は『ふれあい教育の日』

笑顔あふれるまち　のへじ （4）

　

本
校
の
教
育
活
動
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
一
緒
の
班
で
活
動
す
る
「
縦

割
班
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。
全
校
児
童
を
10
班
に

分
け
、
班
ご
と
に
６
年
生
の
班
長
を
中
心
に
毎
日

の
清
掃
活
動
や
年
４
回
の
集
会
活
動
を
協
力
し
て

行
い
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
部
上
北
地
区
特
別
支
援
教
育
の
セ
ン

タ
ー
的
機
能
を
持
つ「
わ
か
ば
学
級
」で
は
、現
在
、

町
内
・
横
浜
町
・
六
ヶ
所
村
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・

小
学
校
か
ら
24
名
の
児
童
が
通
級
し
て
そ
れ
ぞ
れ

に
応
じ
た
特
別

支
援
教
育
を
受

け
て
い
ま
す
。

若
葉
小
学
校　
☎（
64
）０
８
１
７

若
葉
は
し
げ
る　

う
つ
く
し
く

笑顔あふれる子どもたちの学び舎を紹介します

学
校
給
食
共
同
調
理
場 

☎（
64
）２
８
８
６

身
近
な
給
食
を

「
生
き
た
教
材
」
に

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
育
の
一
つ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
県
産
や
町
内
産

の
食
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
献
立

作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内

産
の
食
材
を
使
用
す
る
際
は
献
立
表
へ

記
載
す
る
と
共
に
、
各
学
校
へ
毎
月
送

付
し
て
い
る
「
給
食
一
口
メ
モ
」（
主

に
給
食
時
間
の
放
送
原
稿
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）
に
も
食
材

の
紹
介
等
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
身
近
な

給
食
を
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
学
校
生
活
の
向
上

　

今
年
度
か
ら
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
運
動
」
と
い
う
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。「
Ｊ
Ａ
Ｓ
運
動
」
と
は
、Ｊ
（
時

間
）、
Ａ
（
あ
い
さ
つ
）、
Ｓ
（
掃
除
）
の
頭
文
字

を
取
っ
た
も
の
で
す
。生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
、

遅
刻
者
調
べ
や
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
清
掃
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
学
力
の
向
上

　

１
年
生
の
数
学
で
は
少
人
数
制
で
の
授
業
を
、

２
年
生
の
英
語
で
は
２
名
の
教
師
で
の
授
業
を
、

そ
の
他
、
３
名
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
常
駐

す
る
な
ど
、
き
め
の

細
か
い
指
導
で
学
力

向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

野
辺
地
中
学
校　
☎（
64
）２
２
２
５

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て

　

創
立
１
３
８
年
目
を
迎
え
た
本
校
は
、
今
年
度

も
４
０
２
名
の
児
童
が「
よ
り
高
い
も
の
を
求
め
」

教
育
活
動
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
「
完
全
２
学
期
制
」
で
進
め
ま
す
。

◆
国
語
を
中
心
に
基
礎
学
力
と
課
題
追
求
力
の
育

成
に
力
を
入
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
音
読
な

ど
本
校
独
自
の
学
力
向
上
策
を
進
め
ま
す
。

◆
毎
月
、
全
校
同
一
価
値
の
道
徳
授
業
を
行
う
と

共
に
公
開
研
究
会
を
開
き
、
思
い
や
る
心
の
育

成
を
図
り
ま
す
。

◆
前
期
は
マ
ラ
ソ
ン
、
後
期
は
縄
跳
び
、
ス
キ
ー

に
取
り
組
み
、
体

力
向
上
を
図
り
ま

す
。

◆
全
校
縦
割
り
班
で

の
清
掃
や
委
員
会

活
動
で
勤
勉
な
態

度
と
責
任
感
を
育

成
し
ま
す
。

野
辺
地
小
学
校　
☎（
64
）２
２
７
２

よ
り
高
い
も
の
を
求
め
て

馬
門
小
学
校　
☎（
64
）０
８
１
１

光
り
輝
く
『
元
気
な
馬
門
っ
子
』

校内スキー大会

音楽発表会バイキング給食

入学式

今年度実施予定の
主な学校行事

野
辺
地
小
学
校

⑨
月
・
運
動
会

⑩
月
・
土
曜
参
観
日

⑪
月
・
学
習
発
表
会

⑫
月
・
参
観
日

②
月
・
参
観
日

　
　

・
個
人
面
談

　
　

・
校
内
ス
キ
ー

大
会

若
葉
小
学
校

⑧
月
・
個
人
面
談

⑨
月
・
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、親
子
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

⑪
月
・
音
楽
発
表
会

⑫
月
・
参
観
日

②
月
・
校
内
ス
キ
ー

大
会

馬
門
小
学
校

⑥
月
・
ふ
れ
あ
い
遠

足

⑦
月
・
参
観
日

⑩
月
・
マ
ラ
ソ
ン
記

録
会

⑫
月
・
参
観
日

②
月
・
ス
キ
ー
大
会

小
学
校
共
通
行
事

⑥
月
・
修
学
旅
行

　
　

・
宿
泊
合
宿

　
　
　
（
５
年
生
）

⑦
月
・
夏
季
休
業

　
　
　
（
中
学
校
共
通
）

⑩
月
・
音
楽
交
歓
会

（
小
・
中
合
同
）

⑪
月
・
就
学
児
検
診

（
新
１
年
生
）

⑫
月
・
冬
季
休
業

　
　
　
（
中
学
校
共
通
）

②
月
・
学
童
ス
キ
ー
大

会
（
高
学
年
）

　
　

・
一
日
入
学

③
月
・
六
年
生
を
送

る
会

　
　

・
卒
業
式

　
　

・
終
了
式

　
　

・
年
度
末
休
業

（
中
学
校
共
通
）

野
辺
地
中
学
校

⑥
月
・
地
区
夏
季
大
会

　
　

・
期
末
テ
ス
ト

⑦
月
・
参
観
日

⑨
月
・
地
区
新
人
大
会

　
　

・
県
中
駅
伝
大
会

⑩
月
・
野
中
祭

⑪
月
・
修
学
旅
行

　
　

・
期
末
テ
ス
ト

①
月
・
一
日
入
学

　
　

・
参
観
日

②
月
・
私
立
高
校
入
試

　
　

・
卒
業
を
送
る
会

③
月
・
県
立
高
校
入
試

　

創
立
１
１
８
周
年
を
迎
え
る
本
校
は
、
教
育
目

標
「
か
し
こ
く
・
や
さ
し
く
・
た
く
ま
し
く
」
そ

し
て
『
元
気
な
馬
門
っ
子
』
と
い
う
今
年
度
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と
り
が
め
あ
て
を
も

ち
、
元
気
い
っ
ぱ
い
日
々
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
の
特
色
は
縦
割
り
班
に
よ
る
活

動
、
ま
た
、
体
力
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
で
サ
ー
キ
ッ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
柔
道
や
茶
道
と
い
っ
た
日
本
文
化
に
触
れ

て
い
る
こ
と
で

す
。

　

特
に
今
年
度

は
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
校
と
し

て
、
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
を

生
か
し
て
教
育

活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

柔道の学習



　　　のへじの教育

毎月20日は『ふれあい教育の日』

笑顔あふれるまち　のへじ（5）

大人と子どもが共に学ぶ社会教育施設を紹介します

温
水
プ
ー
ル（
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ
）

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
「
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ
」

で
は
、
幼
児
・
小
中
学
生
を
対
象
に
水
泳
教
室
（
前

期
・
後
期
）
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
泳
ぐ
こ
と
の
楽
し
さ

を
実
感
し
た
り
、
友
達
が
で
き
た
り
し
て
、
水
泳
教

室
終
了
後
に
開
催
さ
れ
て
い
る
、
町
内
河
童
水
泳
大

会
等
に
参
加
し
て
実
力
が
つ
い
た
こ
と
を
確
認
し
、

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
成
人
を
対
象
と
し
た
健
康
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ

ラ
ソ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

号
砲
と
と
も
に
、
半
年
間

で
仙
台
市
（
４
０
０
㎞
）

を
め
ざ
し
出
発
し
ま
す
。

開
館
時
間

　
（
火
～
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
９
時

　
（
日
・
祭
日
）

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

休� 

館 

日　
毎
週
月
曜
日
、

年
末
年
始

中
央
公
民
館

　

中
央
公
民
館
は
、
町
民
の
学
習
と
創
造
の
場
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、
そ
し
て
憩
い
の
場
と
し
て
、
町

の
総
合
社
会
教
育
施
設
の
役
割
を
、
昭
和
51
年
４
月

の
開
館
以
来
35
年
間
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
町
民
へ
多
様
な
学
習
の
場
と
機
会
を

提
供
す
る
「
み
ん
な
の
教
室
」
や
野
辺
地
町
の
芸
術
・

文
化
活
動
を
披
露
す
る
「
文
化
祭
」、
青
少
年
教
育

の
「
文
化
少
年
団
」、
子
育
て
交
流
の
「
ピ
コ
ロ
ぴ

よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
各
種
発
表
会
・
展
示
会
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

「
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

ど
ん
な
時
に
も
中
央
公
民

館
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
心

豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
目
標

に
活
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

開�

館
時
間　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
９
時

休 

館 

日　

年
末
年
始

運
動
公
園

有
戸
学
習
等
供
用
セ
ン
タ
ー

馬
門
公
民
館

青
少
年
ホ
ー
ム
・
体
育
セ
ン
タ
ー

町
立
体
育
館

愛
宕
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

町
立
図
書
館

　

図
書
館
は
、
昭
和
60
年
５
月
に
開
館
。
開
館
当
初

か
ら
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を
重
点
目
標
と

し
て
、
各
種
お
は
な
し
会
や
読
書
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
に
は
、
毎
月
20
日
を

「
家
族
ふ
れ
あ
い
読
書
デ
ー
」
に
制
定
し
、家
読
（
本

を
通
し
て
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

こ
と
）
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
家
読

講
演
会
」「
家
読
に
お
す
す
め
の
本
３
０
０
冊
」
リ

ス
ト
の
発
行
、「
家
読
で
ス
タ
ン
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
親
子
ふ
れ
愛
読
書
・
親
子
の
絆

を
深
め
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
事
業
を
実
施
し
、
さ
ら

に
家
読
を
推
進
し
ま
す
。

開�

館
時
間　
午
前
９
時
～
午

後
５
時

休� 

館 

日　

毎
週
月
曜
日
、

年
末
年
始
、
国
民
の
祝
日

歴
史
民
俗
資
料
館

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
野
辺
地
の
歴
史
と
生
活
文

化
の
移
り
変
わ
り
を
示
す
資
料
を
収
集･

整
理･

展
示

･

活
用
す
る
施
設
で
す
。
江
戸
時
代
の
野
辺
地
は
盛

岡
藩
の
湊
町
で
、
日
本
海
や
瀬
戸
内
海
を
航
海
し
た

北
前
船
の
往
来
に
よ
り
経
済
的
発
展
を
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
近
世
か
ら
近
代
の
歴
史
を
伝
え
る
資
料

の
ほ
か
、
考
古
資
料
で
は
町
指
定
有
形
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
約
３
５
０
０
年
前
の「
板
状
立
脚
土
偶
」

（
一
昨
年
、
大
英
博
物
館
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
）
や

約
５
５
０
０
年
前
の
「
赤
漆
塗
り
木
胎
漆
器
」（
世

界
最
古
の
螺
鈿
漆
器
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）
が
必
見

で
す
。
こ
の
ほ
か
特
別
展
や
各
種
講
習
会
な
ど
も
随

時
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

開�

館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

休�

館
日　
毎
週
月
曜
日
、
年

末
年
始
、
国
民
の
祝
日

　

運
動
公
園
は
、
昭
和
61
年
５
月
18
日
に
町
営
球
場
オ
ー
プ
ン
、
昭
和

63
年
５
月
陸
上
競
技
場
供
用
開
始
、
平
成
元
年
11
月
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
６
面
が
完
成
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
５
月
初
旬
に
は
、
町
営
球
場
開
設
記
念
中
学
校
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
、
野
辺
地
町
・
野
辺
地

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
主
催
で
の
大
会
と
な
り
、

近
隣
の
中
学
校
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
７
・
９
月
に
は
町
内
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
・
陸

上
競
技
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

開
園
時
間　
特
に
制
限
な
し

休 

園 

日　
冬
期
間
（
11
月
～
３
月
）

　

野
辺
地
町
立
体
育
館
は
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
利
用
し
、
明
か
り

が
消
え
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
主
に
、
中
学
校
の
部

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
が
利
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、
高
校
の

部
活
動
や
一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
、
野
辺
地

町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
多
く
は
町
立
体
育

館
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
い
る
方
、
町
立
体
育
館
へ
足
を
運

ん
で
、
実
際
に
見
学
し
て
み
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

休 

館 

日　
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始

　

昭
和
55
年
に
開
館
し
た
馬
門
公
民
館

は
、
地
域
住
民
の
学
習
・
憩
い
の
場
と
し

て
、
長
年
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
10
月
に
は
地
区
自
治
会
が
文
化

祭
を
開
催
。
子
ど
も
か
ら
大
人
の
作
品
展

示
や
芸
能
発
表
、食
堂
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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のへじの教育　　　

毎月20日は『ふれあい教育の日』

笑顔あふれるまち　のへじ （6）

町内小・中学校教職員と社会教育関係者が
一同に集い開催された野辺地町教育振興会総会

　

去
る
４
月
、
１
２
０
名
の
教
育
関
係
者
が

出
席
し
て
、
中
央
公
民
館
で
町
教
育
振
興
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
新
し
く

当
町
に
着
任
さ
れ
た
学
校
教
職
員
の
紹
介
が

あ
り
、
来
賓
で
出
席
し
た
亀
田
町
長
は
「
野

辺
地
の
子
ど
も
は
み
ん
な
よ
い
子
ば
か
り
で

す
。子
ど
も
の
指
導
を
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」

と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
横
濵
教
育
委
員
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
後
、
古
田
教
育
長
が
町
の
教
育
方
針
の
説

明
の
中
で
、「
町
が
目
指
す
子
ど
も
像
と
子

ど
も
と
向
き
合
う
教
師
の
姿
、
そ
し
て
小
・

中
・
高
校
と
の
接
続
の
教
育
と
学
校
力
・
家

庭
力
・
地
域
力
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
小
・
中
連
携
公
開
授
業
、
町

内
音
楽
交
歓
会
、
学
童
ス
キ
ー
大
会
の
開
催

等
や
、
学
校
教
育
を
支
援
す
る
各
種
社
会
教

育
事
業
の
説
明
が
あ
り
、「
大
人
と
子
ど
も

が
共
に
学
び
あ
う
町
」
づ
く
り
に
向
け
決
意

を
新
た
に
し
て
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

野中の元気は町の元気！！
� 5 月開催された野辺地中学校大運動会

「
一
致
団
結
」
～
熱
き
魂
　
さ
ら
な
る
高
み
へ
～

　

野
辺
地
中
学
校
で
は
５
月
晴
れ
の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
で
あ
る
大
運
動
会
を
開
催
。
元
気
は
つ
ら
つ
と
し

た
３
７
０
名
の
生
徒
が
、
多
く
の
来
賓
や
保
護
者
か
ら

盛
大
な
拍
手
で
激
励
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

30 年の歴史を刻む「みんなの教室」
� 町民の学びの教室スタート！！

　

町
民
の
多
様
な
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、
長
き
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
て
い
る
「
み
ん
な
の
教
室
」
の
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。受
講
生
は
そ
れ
ぞ
れ
学
ぶ
目
標
と
、

秋
の
文
化
祭
の
発
表
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。

　

席
上
、
講
師
の
紹

介
が
あ
り
亀
田
町
長

か
ら
「
仲
間
意
識
を

持
ち
、
町
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

下
さ
い
」
と
激
励
の

言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

日
頃
、
多
く
の
町
民
の
方
々
よ
り
町
教
育
の
振
興
に
多
大
な
ご

指
導
を
い
た
だ
き
感
謝
と
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。　
　
　
　
　

　

こ
の
度
、
教
育
広
報
を
発
刊
で
き
ま
し
た
こ
と
は
町
の
教
育
行

政
や
学
校
が
歩
ん
で
い
る
道
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層

の
ご
指
導
を
賜
る
機
会
に
な
る
も
の
と
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
町
で
は
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
へ
じ
」
を
唱
い
「
心
豊
か

な
人
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
野
辺
地
町

教
育
委
員
会
で
は
豊
か
な
心
と
郷
土
に
対
す
る
誇
り
を
持
ち
、
健

康
で
創
造
性
に
富
み
、
新
し
い
時
代
を
主
体
的
に
切
り
開
く
青
少

年
の
育
成
を
は
じ
め
、
町
民
の
生
涯
に
わ
た
る
教
育
・
文
化
・
芸

術
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
環
境
を
引
き
継
ぎ
た

い
と
い
う
多
く
の
方
々
か
ら
の
期
待
か
ら
教
育
は
、い
つ
の
時
代
、

ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
大
き
な
関
心
ご
と
で
あ
り
、
希
望
で
あ

り
ま
す
の
で
私
た
ち
は
そ
れ
ら
親
の
願
い
、
地
域
の
希
望
を
真
摯

に
受
け
止
め
「
教
育
の
町
の
へ
じ
」
構
築
の
た
め
努
力
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
現
在
、「
教
育
の
飛
躍
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
互
い
に
機
能
を
発
揮
し
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
た

め
「
大
人
と
子
ど
も
が
共
に
学
び
あ
う
町
」
づ
く
り
を
推
進
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
現
場
を
大
切
に
し
、
課
題
解
決
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
開
か
れ
た
行
動
す
る
教
育
行
政
を
目
指
し

ま
す
の
で
重
ね
て
ご
理
解
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
三
年　

六
月　
　

「
大
人
と
子
ど
も
が
共
に
学
び
あ
う
町
」
に
向
け

決
意
を
新
た
に
し
た
教
育
関
係
者

町民憲章を読み上げる受講者たち

教
育
広
報
「
の
へ
じ
の
教
育
」

発
刊
に
あ
た
っ
て

野
辺
地
町
教
育
委
員
会　

教
育
長　

古
田
　
力
也

元気に入場行進

各組団長による選手宣誓


